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第２回伊勢志摩サミット鳥羽おもてなし会議実行委員会 会議録 
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議題 １．平成２７年度事業の進捗状況について 

２．平成２８年度事業計画（素案）について 

３．平成２８年度事業実施体制について 

４．その他 
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【資料３－２】メディア晩餐会 in TOBA 実施（案） 

【資料３－３】「御潜神事再現イベント」実施（案） 

【資料４】平成 28 年度 伊勢志摩サミット鳥羽おもてなし会議実行体制（案） 

【資料５】志摩市イベントの周知 
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開会・実行委員長あいさつ 
 
１．平成２７年度事業の進捗状況について 
 事務局より、 
【資料１】本市における伊勢志摩サミットの取組 
【資料２】平成２７年度伊勢志摩サミット鳥羽おもてなし会議事業計画 
【資料２－１】100日前・108日前イベント 
【資料２－２】海女に関連した取組 
【資料２－３】おみやげに関連した取組、に基づき、平成 27年度事業の進捗状況について説明。 
（質疑なし） 
 

２．平成２８年度事業計画（素案）について  
 事務局より、 
【資料３】平成２８年度伊勢志摩サミット鳥羽おもてなし会議事業計画（素案） 

【資料３－１】“祝”伊勢志摩サミット開催 in 六本木（案） 

【資料３－２】メディア晩餐会 in TOBA 実施（案） 

【資料３－３】「御潜神事再現イベント」実施（案）に基づき、平成 28年度事業計画について説明。 

（事務局）観光協会のほうで、警備に来ていただいた方への特典付与のようなことは検討していないかご

報告願いたい。 
（委 員）鳥羽単独ではないが、周辺市町の観光協会と連携して取り組みを進めている。市の料飲組合と

も連携して取り組む予定である。 
 

３．平成２８年度事業実施体制について 
 事務局より、 
【資料４】平成 28 年度 伊勢志摩サミット鳥羽おもてなし会議実行体制（案） 

に基づき、平成 28年度事業実施体制及び班員構成団体について協議。 

（委員長）各班体制をとるが、その進捗状況をこの実行委員会に報告しながら進めるのが通例。今後、ど

のようなスケジュールを想定しているか。 
（事務局）3月末または 4月上旬で 1回、そのあとは進捗状況をみながら調整したい。 
（委員長）非常に短いスパンの中で取り組みを進めるため、実行委員会のなかで十分協議することが困難

である。主管課の課長はしっかり責任を持って取り組むように。 
 

４．その他 
 ・事務局より、【資料５】志摩市イベントの周知に基づくイベントへの参加要請。 

 ・委員から、志摩市から参加要請のあった賢島クリーンアップウォーキングと同日に、本市の清港会に

よる海の大掃除を検討しているが問題ないかとの意見があり、事務局からは問題ない旨回答があった。

 ・委員から、本市の消防に関する警戒態勢についての報告があった。 
 ・事務局より、当面及び早急に各班の 1回目の会議を持ちたい旨の依頼。 

・事務局より、次回実行委員会の開催時期についての連絡。 

 

＜終了＞


